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環論において、ホモロジカルな視座と手法に立脚した環とその上の加群の研究は前世紀半ばに勃興し、それ
自身大変興味深いのみならず、表現論、代数多様体論、代数的位相幾何学、組合せ論などの隣接分野との関わ
りの中で肝腎な役割を果たしてきました。環 Λが (ee)条件、(ac)条件を満たすとは、次の有限生成右 Λ加
群（以下単に Λ加群とよびます）に関する以下の条件が満足されることをいいます。
(ee) いかなる Λ加群M,N についても、ExtiΛ(M,N) = 0が i ≫ 0で成り立つことと ExtiΛop(N,M) = 0

が i ≫ 0で成り立つことは同値である。
(ac) いかなる Λ加群M に対してもある整数 n(M) > 0が存在して、ExtiΛ(M,N) = 0が i ≫ 0で成り立

つような Λ加群 N に対し、Ext
>n(M)
Λ (M,N) = 0が成立する。

可換環に対する (ee)条件に初めて着眼した Avramov–Buchweitz [AvB]は彼らの台多様体の理論の中で完全
交差環が (ee) 条件を満たすことを示しました。Auslander は finitistic dimension conjecture へのアプロー
チを志向して、いかなる Artin 環も (ac) 条件を満たすか、という問題を提起しました。この Auslander 予
想自体には Jorgensen–Şega [JS] により否定的解答が与えられたものの、種々のホモロジカル条件との結び
付きにより (ac) 条件は可換環論、非可換環論双方において盛んに研究されています [HJ, JS, Mor, Mor2]。
Huneke–Jorgensen [HJ]は可換 Gorenstein局所環が (ac)条件を満たすならば (ee)条件も満たすことを証明
しました。他方、環が非可換である場合には同様の主張は一般には成立しないことが毛利 [Mor2]により非可
換代数幾何学の手法を用いて示されています。
Ringel–Zhang [RZ]は Gorenstein環が有する環との Ext直交条件に関する対称性のみを抽出して、この対
称性を備える環を weakly Gorenstein環と呼びました。この講演では、[KLOT]の内容に基づき、上述し
た (ee)条件、(ac)条件、weakly Gorenstein性、そして Auslanderの深度条件 [Aus]といったホモロジカル
条件たちの間の相互関係についてお話ししたいと思います。
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